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オンデマンド講義における学生の存在感を共有するための環境音の付与

三ツ木 萌 ∗　丸山 一貴 †

概要. 近年，コロナ禍によって多くの学生がオンラインでの学習活動を余儀なくされている．オンライン
での講義は学生が時間や場所を選ばすに講義を受けられる利点がある．しかし，オフラインでの講義とは
異なり，メモをするような音が聞こえないため他の学生の存在を感じにくい．そこで他の学生の書き込みや
ページを捲る行動をオンデマンド講義でも共有することができれば，オフラインでの講義のように学生同
士がお互いを感じながら講義を受けられることができるのではないかと考えた．本研究では，他の学生の
行動を環境音として講義動画に反映させることで，他の学生の存在を感じることができ，講義中の学習行
動を促し，講義の参加意欲の低下を防ぐ．本論文では予備実験として，学生の講義中の学習行動を元に環境
音を付与し調査を行う．実験の結果，学習行動に基づく音の付与は講義を受けやすいもののページ遷移の方
向や講義を受けるペースへの影響があることがわかった．

1 はじめに
近年，コロナ禍においてオンライン講義が広く普

及してきた．しかし，対面で受けるオフラインでの
講義に比べて，オンラインでの講義の場合，講義を
受けている学生は他の学生の書き込みの音や資料の
閲覧の音を聞くことができない．オンライン環境に
おいても，オフラインでの講義中のような環境音を
流すことで，重要な箇所でのメモを取る音を聞いた
り，他の学生の講義中の活動の音を聞くことで，オ
ンデマンドでも学生が講義を受けやすい環境を作る
ことができると考えられる．
本研究では，オンデマンド講義において書き込み

をする音やページを捲る音のような，学生の行動を
示唆する環境音を用いることで，学生同士がお互い
の行動を認識しながら講義を受けられ，講義中の学
習行動を促し講義の参加意欲の低下を防ぐことを目
的とする．

2 関連研究
学生のオンデマンド講義中のコミュニケーション

の取得について，講義画面に参加している学生のコ
メントを流すリアルタイムコメントスクロールシス
テム [1]や，学生の目線を取得しヒートマップとし
て講師に提供するシステム [2]がある．これらの研
究では，オンライン講義での学生の行動を可視化し，
提示している．しかし，前者は学生が能動的に行動
を起こす必要がある．後者は講義画面に直接反映さ
れるため，他者の受講を妨げてしまう可能性がある．
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学習行動を促し，参加意欲の低下を防ぐ
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図 1. 本研究の概要．

本研究では，学生が学習時に自然な行動を取ること
で，他者の受講を妨げることなく存在感を共有する．
講義中の学生の学習行動の記録を評価する研究と

して，学生の学習履歴から注目箇所を分析する研究
[3]や，学生の資料の書き込み箇所から講義中の注
目箇所を見つける研究 [4]がある．また，受講中の
学生の行動をカメラを用いて可視化する研究 [5]も
ある．これらの研究は学生の学習行動の記録を提示
しているが，学生同士が共有できるようなフィード
バックまでは行っていない．本研究では，学生の学
習行動の記録を取得し，学生同士が共有できる学習
行動の環境音を付与する．

3 提案手法
本研究の概要を図 1に示す．すでに受講済みの学

生がメモを取ったり，資料を閲覧したタイミングを
記録しておき，それらに対応する環境音を動画に付
与し，次に受講する学生に提供する．これにより，
オンデマンド講義中であっても学生が他の学生の行
動を感じ取ることができるため，漫然と受講してし
まうことの抑止や，講義の参加意欲の低下を防ぐこ
とに繋げる．
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3.1 学生の学習行動の記録
学生が講義中にメモや資料を閲覧する際の学習行

動を記録する必要がある．これらは印部ら [4]の手
法を用い，受講者は資料の閲覧と書き込みが可能な
Webシステムを使用することで，その学習行動がシ
ステム内に記録される．

3.2 環境音の選定
本研究では，板書や教員の説明に対してはメモを

取る音を，資料の閲覧に対しては紙を捲る音を環境
音として使用する．それらについて，オンデマンド
講義において学生がメモを取る学習行動に対して適
切な環境音を選定するために，8人に予備調査を行っ
た．講義動画の学習行動について，一人が鉛筆を走
らせる音，複数人が同じ種類の鉛筆を走らせる音，
鉛筆・ペン・マーカーを走らせる音の 3種類を比較
した．これらの音が常時流れている場合と，学習行
動が特に多い場合のみに音が聞こえる場合について
比較をした．調査の結果，学習行動の環境音は鉛筆・
ペン・マーカーを走らせる音が最も良く，かつ音が
常時流れていない方が学習行動を感じるという回答
が最も多かった．この結果をもとに，本研究では環
境音の付与を行う．

4 実験と考察
講義中の書き込みやページ遷移に環境音を付与し

た場合において，他の学生の学習行動を適切に示す
ことができているのかについての実験を行った．こ
の実験では，大学 4年生の被験者 7名に対して，9
分ほどの Javaを用いたデザインパターンについて
の講義動画をイヤフォンで視聴してもらい，その時
の書き込みやページ遷移のデータを収集した．
収集した書き込みとページ遷移のデータを元に学

習行動を集計し，環境音の付与を行った．被験者の
行動全てに音を付与した場合，3.2節で述べている
ように，環境音が常に流れてしまい学習の妨げにな
る．そのため，10秒ごとの被験者の行動を集計し，
行動を起こしている人数が 0～1人は音無し，2～3
人は少なめの書き込みの音，4～7人は多めの書き込
みの音を付与した．ページ遷移の行動については，
0～1人は音無し，2～4人は少なめのページ遷移の
音，5～7人は多めのページ遷移の音を付与した．こ
の環境音を付与した講義動画を元に被験者 7人に講
義を受けてもらい，環境音によっての行動の変化や
音の適切さについてアンケートを行った．
収集したアンケートの一部を表 1と表 2に示す．

実験の結果，通常のオンデマンド講義と比べて講義
を受けやすいと感じたという回答が 4件，受けにく
いと感じたという回答が 3件あった．この受けにく
いという回答において環境音が邪魔になった理由と
して，”音が講義を阻害していた”という問題と，”

表 1. 通常のオンデマンド講義に比べて受けやすかった
かについてのアンケート結果．

通常のオンライン講義に
比べてどう感じましたか 人数
講義を受けやすいと感じた 4
講義を受けにくいと感じた 3

表 2. 環境音による行動の変化が起こった箇所について
のアンケート結果．

音につられて書き込んだり
改めて考えるような箇所はありましたか 人数
特になし 1
デザインパターンの概要説明の箇所 2
ページ遷移のタイミング 4

講義の資料が進んだ時と受けている人が捲った時の
区別がつかない”という問題が挙げられた．本研究
では，ページ遷移の前後方向を対象とせずに環境音
を付与しているため，音だけでは区別ができなかっ
たためと考えられる．また，音による行動の変化と
して，”書き込むことに集中しているとき，ページ
遷移のタイミングがわかった”という回答が挙げら
れた．この結果から，環境音によって授業の進行に
気付けていることがわかった．しかし，”環境音が
あるため焦りを感じてしまった”という回答もあっ
たため，音を付与するタイミングと間隔については
ある程度のデフォルメ化を行い，学生がより学習し
やすい環境を整える．

5 まとめ
本研究では，オンデマンド講義において他の学生

の行動を環境音として付与することで，学生同士が
お互いを認識できる環境音の生成を行った．学習行動
を共有するための予備実験として，講義の受講デー
タを元に環境音の付与を行った．実験の結果，通常
のオンデマンド講義と比べて講義を受けやすいと感
じたという回答がやや多かったものの，ページ遷移
の方向や，環境音による講義を受けるペースへの影
響があるといった問題があることがわかった．今後
は環境音を付与するタイミングの変更や，環境音が
ある場合とない場合での詳細な学習行動の変化につ
いて調査する必要がある．また予備実験の方式の場
合，最初の方で受講する学生には音を付与するため
の学習行動データが存在しないが，教員が作成した
資料や音声を分析することで，強調箇所に音を付与
することが可能であると考えられる．
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未来ビジョン
オンラインでの講義は学生にとっても講師
にとっても良い面と悪い面が現れていたと感
じる．しかし，特に学生にとっては気軽に受け
られたり，通学の手間が無いような便利さに対
し，通常のオフライン講義に比べて漫然と講
義を受けてしまったり，わからないことを聞く
のを躊躇い，わからないままにしてしまったり
することも多くあった．
本研究で対象とした講義での学習行動は，
ノートの書き込みや資料のページ遷移のみで
ある．しかし，これらの学習行動に加えて，カ
メラやマイク，脳波や心拍などの生体デバイス
を用い流ことで，書き込みやページ遷移など

の実際に行動を起こすもの以外の学生の学習
行動についても取得ができる．例えば，まだ
発言してはいないが議論に参加しようとして
いる様子を学生間で共有できれば，発言を待っ
たり促したりすることも可能になる．本研究
で対象としている講師の話を聞き学ぶような
受動的に受けている講義だけでなく，学生が発
言し議論をするゼミのような能動的に行動を
する講義でも活用することができる．また，こ
れらの学生の学習行動はオンラインに限らず，
参加者を全て確認できないような人数が多い
講義や行動がわかりにくい学生がいるような
場合のオフラインの講義や議論でも活用する
ことができると考えている．


